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AUGUST

　お盆の時期は、各地で夏祭りが開催されました。神瀬川島地区の布
ケ滝では、恒例となったソーメン流しがあり、帰省した地区出身者な
どが詰めかけ、ブルーシートを敷き、盃を交わし、久しぶりの再会を
喜びました。また、滝つぼでは、小さい子ども連れの家族で賑わい自
然のマイナスイオンを浴びたり、泳いだりと一日中祭りを満喫しまし
た。

自然のマイナスイオンの下で「こりゃ〜よかばい」
布ケ滝まつり（川島地区）
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油
断
大
敵　

台
風
の
シ
ー
ズ
ン
！

～
も
う
一
度
、
台
風
に
備
え
て
確
認
を
！
～

　

今
年
の
梅
雨
明
け
は
、
平
年
よ

り
も
約
三
週
間
ほ
ど
遅
く
、
異
常

気
象
か
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
気
象
庁
で
は
台

風
を
十
個
（
十
九
日
現
在
）
観
測

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
上
陸
し

た
台
風
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん

ご
存
知
の
よ
う
に
、
東
海
地
方
で

は
、
台
風
九
号
の
影
響
で
大
き
な

被
害
が
出
ま
し
た
。
報
道
で
は
、

強
い
雨
を
伴
っ
た
「
雨
台
風
」
と

言
わ
れ
、
風
の
被
害
よ
り
も
雨
の

被
害
（
河
川
の
増
水
）
の
方
が
大

き
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
が
最
も
台
風

が
発
生
し
や
す
く
、
上
陸
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　

上
陸
し
た
台
風
は
、
猛
烈
な
風

と
雨
で
想
像
以
上
の
破
壊
力
で
、

私
た
ち
の
生
命
や
財
産
な
ど
、
暮

ら
し
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
も
う
一
度
、
台

風
に
備
え
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

台
風
は
、
地
震
と
違
っ
て
襲
っ

て
く
る
時
期
が
予
測
で
き
ま
す
。

気
象
情
報
で
中
心
気
圧
や
最
大
風

速
を
知
り
、
万
全
の
対
策
を
立
て

て
、
被
害
を
最
小
限
度
に
と
ど
め

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

九
月
一
日
は
防
災
の
日
。
も
う

一
度
災
害
に
対
す
る
備
え
を
再
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

◎
河
川
の
増
水
に
注
意

　

全
国
で
河
川
の
増
水
に
よ
る
尊

い
命
が
奪
わ
れ
る
悲
し
い
事
故
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
広

範
囲
に
雨
が
降
る
の
で
は
な
く
、

狭
い
範
囲
で
局
地
的
に
強
い
激
し

い
雨
が
降
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
村
内
の
降
雨
量
は
少

な
く
て
も
、
河
川
の
上
流
部
で
大

雨
が
降
っ
た
場
合
は
、
河
川
が
増

水
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
球
磨

川
上
流
域
の
増
水
が
、
村
内
に
到

達
す
る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
村
内
河
川
の
水
位
が
低
く

て
も
、
時
間
が
た
つ
と
増
水
し
ま

す
。
河
川
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
台
風
災
害
へ
の
備
え
を
！

　

台
風
の
進
路
や
情
報
等
は
、
テ

レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
か

ら
あ
る
程
度
予
想
さ
れ
る
た
め
に

災
害
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
普
段
か
ら
家
や
家
の
周
り
の

危
険
箇
所
を
調
べ
て
お
く
な
ど
、

ま
ず
は
家
庭
か
ら
防
災
意
識
を
高

め
ま
し
ょ
う
。

台風が近づいたら次のことを確認しましょう

・テレビ、ラジオ等で情報収集する。

・停電に備えて懐中電灯や携帯ラジオを準備。

・断水に備えて水を十分に確保しておく。

・�浸水の恐れがあるところでは、家財道具や　

生活用品を高いところへ移動する。

・なるべく外出しないようにする。

家の周りの点検チェック
★TVアンテナ
　TV のアンテナ、看板などはしっかり
針金などで固定しておきましょう。

★屋根
　風圧によるトタン屋根の飛散、大雨
による雨漏り防止のため、止め金具な
どをチェックしましょう。

★ゴミ箱・犬小屋
　ゴミ箱や犬小屋など飛ばされやすい
物を片付けましょう。

★雨どい
　落葉、土砂などを
取り除き、排水をス
ムーズにしておきま
しょう。

★ベランダ
　ベランダの物干しざお、家のまわ
りの植木など飛ばされやすい物を片
付けましょう。

★雨戸・シャッター
　破損、腐り、がたつ
き、ゆるみの応急修理
をしましょう。
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「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」

支
援
制
度
事
業
と
は

 
一
勝
地
淋
地
区
に

　
　
「
自
然
交
流
拠
点
」

「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
事
業
で
整
備

　

一
勝
地
淋
地
区
は
、
柴
立
姫
神

社
が
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
毎
年
、
梅
雨
期
、
台
風
時

に
は
、
球
磨
川
の
増
水
で
県
道
が

冠
水
し
、
家
屋
被
害
も
出
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
当
地
区
は
宅
地
等
水
防

災
事
業
が
進
め
ら
れ
、
低
水
護
岸

に
つ
い
て
整
備
が
完
了
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
宅
地
の
嵩
上
げ

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
が
、
今
年
度
か
ら

新
た
に
創
設
し
た
河
川
事
業
で
す
。

観
光
な
ど
の
活
性
化
に
繋
が
る
景

観
・
歴
史
・
文
化
等
の
河
川
が
有

す
る
地
域
の
創
意
工
夫
を
尊
重
し
、

地
元
住
民
と
の
連
携
の
下
で
立
案

さ
れ
た
、
水
辺
の
整
備
・
利
活
用

計
画
に
よ
り
、
よ
り
よ
い
川
辺
の

空
間
整
備
を
目
指
そ
う
と
い
う
も

　

球
磨
川
の
舟
下
り
着
船
場
や
柴

立
姫
神
社
周
辺
等
、
球
磨
川
の
美

し
い
流
れ
や
地
域
資
源
を
活
か
し

た
交
流
拠
点
・
観
光
拠
点
の
整
備

を
進
め
、
魅
力
あ
る
村
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
た
め
、
球
磨
川
と
ま

ち
づ
く
り
が
一
体
と
な
っ
た
整
備

を
行
い
ま
す
。

○�
観
光
客
を
対
象
と
し
た
休
憩
、

食
事
処
、
物
産
館
と
な
る
よ
う

な
「
自
然
交
流
拠
点
」
の
整
備

○�

歴
史
を
振
り
返
り
、「
渡
し
舟
」

の
再
現
や
球
磨
川
開
削
の
父「
林

正
盛
」
を
偲
ぶ
石
碑
等
の
設
置

○�

球
磨
川
を
展
望
で
き
る
親
水
護

岸
の
整
備

○�

球
磨
川
下
り
や
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

が
利
用
で
き
る
船
着
場
の
整
備

○�

森
林
浴
等
の
五
感
を
活
か
し
た

「
球
磨
川
を
回
遊
す
る
散
策
路
の

整
備
」

○�

地
域
防
災
の
た
め
の
「
消
防
用

坂
路
の
設
置
」

推
進
協
議
会
を
発
足

　

こ
の
整
備
事
業
は
、
国
土
交
通

省
・
熊
本
県
・
球
磨
村
・
地
元
（
淋

地
区
）
が
共
同
し
て
進
め
て
い
く

た
め
、
協
議
会
を
発
足
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
村
、
村
議
会
、

淋
地
区
、向
淋
地
区
、国
土
交
通
省
、

事業の説明に耳を傾ける会員（第 1回推進協会）

整
備
の
内
容

県
、
村
観
光
協
会
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
研
究
会
、
く
ま
川
下
り
㈱
、

球
磨
川
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
協
会
の
代

表
者
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
一
回
の
会
議
は
、
七
月

二
十
一
日
に
行
わ
れ
、
国
土
交
通

省
の
担
当
者
が
「
年
度
内
に
設
計

し
、
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
に
は

全
て
の
整
備
を
完
了
さ
せ
た
い
」

と
事
業
説
明
を
行
い
、
次
回
の
会

議
に
は
、
九
月
初
旬
に
現
地
調
査

を
行
い
ま
す
。

「自然交流拠点」イメージ図

の
で
、
市
町
村
が
計
画
を
作
成
し

て
申
請
し
、
国
土
交
通
省
が
支
援

を
行
な
い
ま
す
。

　

本
村
は
、「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
支

援
事
業
」
創
設
に
併
せ
て
、
計
画

を
申
請
し
、
今
年
五
月
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
全
国
で
六
十
七
件
で
、

熊
本
県
で
は
、
山
鹿
市
の
菊
池
川

と
本
村
の
球
磨
川
の
二
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。
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〜 

村
長
に
中
間
報
告
書
を
提
出
し
ま
し
た 

〜

く
ま
む
ら
農
業
の
振
興
を
考
え
る

シリーズ

No.6
　

く
ま
む
ら
農
業
振
興
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
は
、
こ
れ
ま
で
合
計
四
回

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
会
議
で
は
、
本
年
十
一
月
の
村
長
へ
の
最

終
答
申
・
政
策
提
言
に
向
け
て
、
具
体
的
中
身
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
先
立
っ
て
、
去
る
八
月
十
日
に
、
こ
れ
ま
で

の
審
議
内
容
に
つ
い
て
、鈴
木
康
夫
会
長
と
大
無
田
満
浩
副
会
長
か
ら
、

村
長
に
対
し
て
中
間
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、そ
の
報
告
の
折
、

提
出
さ
れ
た
中
間
報
告
書
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
加
え
て
、

過
日
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
概
要
を
速
報
と
し
て
紹
介
し
ま
す
。

　

「
球
磨
村
農
業
振
興
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
会
議
中
間
報
告
書
」

・�

球
磨
村
の
農
業
振
興
の
あ
り
方

に
つ
い
て

Ⅰ�

．
球
磨
村
農
業
振
興
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
会
議
に
つ
い
て

○�

農
業
振
興
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議

へ
の
村
長
諮
問

○�

球
磨
村
農
業
振
興
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
会
議
の
経
過

Ⅱ�

．
球
磨
村
農
業
の
実
態
把
握
と

課
題
の
抽
出

○
球
磨
村
農
業
の
実
態
把
握

○
球
磨
村
農
業
の
課
題

Ⅲ�

．
球
磨
村
農
業
振
興
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
会
議
で
の
検
討
内
容

○�

球
磨
村
の
農
業
地
域
と
し
て
の

条
件
不
利
性
の
確
認

○
各
種
補
助
事
業
に
つ
い
て
の
検
証

○�

遊
休
農
地
（
耕
作
放
棄
地
）
の

利
活
用
問
題

○�

農
道
と
農
地
の
整
備
に
か
か
わ

る
諸
問
題

○
球
磨
村
の
夢
を
語
る

○�
集
落
座
談
会
と
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
実
施

Ⅳ�

．
農
業
振
興
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会

議
の
最
終
提
言
に
向
け
て

○�

夢
を
実
現
す
る
サ
ポ
ー
ト
業
務

の
在
り
方

○�

専
業
的
中
核
的
農
家
の
支
援
施

策
に
つ
い
て

○�

高
齢
者
農
業
の
支
援
施
策
に
つ

い
て

○
兼
業
農
家
の
支
援
施
策
に
つ
い
て

○�

球
磨
村
の
棚
田
を
活
用
し
た
地

域
づ
く
り

○�

空
間
の
な
か
で
行
政
区
や
集
落

の
個
性
を
見
極
め
た
地
域
づ
く

り
の
取
り
組
み

Ⅴ
．
お
わ
り
に

　

巻
末
添
付
資
料　

①
広
報
連
載

記
事　

②
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
・
速

報
資
料

　

本
文
九
ペ
ー
ジ
、
巻
末
資
料

二
十
三
ペ
ー
ジ
の
構
成
で
す
。
本

文
の
Ⅲ
章
が
具
体
的
な
検
討
内
容

で
、
Ⅳ
章
が
Ⅲ
章
を
踏
ま
え
て
審

議
さ
れ
た
最
終
提
言
の
柱
に
な
る

内
容
で
す
。

 

広
報
を
利
用
し
て　
　

　
　
　
　

 

村
民
に
周
知

　

Ⅲ
章
の
内
容
は
、
こ
れ
ま
で
広

報
の
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
で

何
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
か

を
タ
イ
ム
リ
ー
に
報
告
す
る
手
段

と
し
て
、
広
報
の
紙
面
を
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
村
長
か
ら
「
会
議
の

様
子
が
村
民
に
伝
わ
っ
て
い
る
。

シ
リ
ー
ズ
企
画
も
こ
れ
ま
で
に
な

い
取
り
組
み
で
あ
り
、
評
価
し
た

い
」
と
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

毎
回
の
会
議
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
は
と
て

中
間
報
告
の
内
容

耕作放棄地にひまわりの種を播種（花いっぱい運動）

中間報告書に目を通す桺詰村長
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も
貴
重
な
も
の
で
し
た
。
そ
の
結

果
、
球
磨
村
農
業
の
現
状
が
確
認

で
き
ま
し
た
。
同
時
に
、
今
後
ど

う
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
の
課
題

も
見
え
て
き
ま
し
た
。
課
題
だ
け

だ
と
気
が
重
く
な
っ
て
し
ま
い
が

ち
な
の
で
、
夢
も
掘
り
起
こ
し
ま

し
た
。
夢
を
実
現
す
べ
く
ま
い
進

す
れ
ば
、
多
く
の
障
害
を
乗
り
越

え
ら
れ
苦
労
も
耐
え
ら
れ
ま
す
。

　

Ⅳ
章
で
は
、
村
の
農
業
の
振
興

を
図
る
上
で
、
人
を
機
軸
に
し
た

振
興
策
と
、
場
所
を
機
軸
に
し
た

振
興
策
を
最
終
提
言
に
盛
り
込
む

こ
と
を
述
べ
て
い
ま
す
。
と
く
に

後
者
に
つ
い
て
は
、
集
落
座
談
会

と
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
と
て

も
重
要
な
課
題
が
浮
か
び
あ
が
っ

て
き
て
い
ま
す
。
村
内
の
各
行
政

区
ご
と
に
課
題
が
あ
り
ま
す
し
、

そ
の
な
か
の
各
集
落
ご
と
に
も
異

な
っ
た
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
球
磨
村
全

体
の
空
間
を
配
慮
し
た
地
域
農
業

将
来
計
画
の
策
定
が
必
要
と
思
わ

れ
ま
す
。

国
と
県
へ
ア
プ
ロ
ー
チ

　

高
齢
者
農
業
、
兼
業
農
家
、
専

業
的
担
い
手
農
家
ご
と
の
人
を
機

軸
と
し
た
支
援
に
つ
い
て
は
、
各

種
オ
ー
ナ
ー
制
度
の
取
り
組
み
、

鳥
獣
害
対
策
、
農
道
と
農
地
の
整

備
に
か
か
わ
る
問
題
、
小
型
農
業

機
械
の
共
同
所
有
・
利
用
型
の
営

農
組
織
の
結
成
な
ど
多
く
の
企
画

が
抽
出
さ
れ
ま
し
た
。
ひ
と
つ
ひ

と
つ
に
つ
い
て
、
ソ
フ
ト
と
ハ
ー

ド
の
両
面
を
備
え
た
政
策
立
案

を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
積
極
的
に

国
や
県
の
補
助
事
業
申
請
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で

す
。

　

村
長
か
ら
も｢

お
金
の
捻
出
・
工

面
に
か
か
わ
る
問
題
は
大
変
で
、

知
恵
と
工
夫
と
最
低
限
の
出
費
で

乗
り
切
っ
て
夢
を
実

現
す
る
こ
と
を
会
議

は
提
案
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
と
て
も
重

要
な
こ
と
だ
。
村
と

し
て
も
、
お
金
を
使

う
べ
き
と
こ
ろ
に
は

使
っ
て
い
き
た
い
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議

の
最
終
提
言
に
期
待

し
て
い
る｣

と
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
背
景
と
目
的
は

先
月
号
で
報
告
し
ま
し
た
。
結
果

的
に
、
球
磨
村
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
に
役
立
て
ら
れ
る
多
く

の
貴
重
な
情
報
が
得
ら
れ
ま
し

た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

百
三
十
一
名
の
皆
さ
ん
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

オ
ー
ナ
ー
制
度
を
考
え
る

　

専
業
農
家
・
認
定
農
業
者
の
支

援
策
と
し
て
考
え
て
い
た
「
オ
ー

ナ
ー
制
度
」
に
多
く
の
取
り
組
み

提
案
が
あ
が
っ
て
き
ま
し
た
。
棚

田
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
竹
山
、
栗

の
木
、
茶
畑
、
梨
の
木
、
シ
イ
タ

ケ
、
柿
の
木
な
ど
の
オ
ー
ナ
ー
制

度
で
す
。
ユ
ニ
ー
ク
な
提
案
と
し

て
、
猪
の
箱
罠
オ
ー
ナ
ー
の
提
案

も
あ
り
ま
し
た
。
ご
存
知
の
と
お

り
オ
ー
ナ
ー
制
度
は
、
都
市
と

農
村
の
住
民
間
の
信
頼
関
係
が
な

け
れ
ば
長
続
き
し
ま
せ
ん
。
強
い

絆
で
結
ば
れ
れ
ば
、
都
市
住
民
が

農
家
の
所
得
を
保
証
し
て
く
れ
ま

す
。
本
村
独
自
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な

オ
ー
ナ
ー
制
度
の
仕
組
み
と
仕
掛

け
を
、
こ
れ
か
ら
生
産
者
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

球
磨
村
の
名
人
や
宝
を　

　
　
　

  

リ
ス
ト
ア
ッ
プ

　

集
落
の
維
持
や
村
づ
く
り
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
で
は
、
本

村
独
自
の
有
用
地
域
資
源
が
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。
各
集
落

の
名
人
た
ち
、
宝
な
ど
が
あ
が
っ

て
き
ま
し
た
。
メ
ジ
ロ
の
捕
獲
と

飼
育
の
名
人
、
川
魚
獲
り
名
人
、

竹
細
工
名
人
、
曲
げ
物
づ
く
り
名

人
、
盆
栽
の
名
人
な
ど
多
彩
な
顔

ぶ
れ
が
み
ら
れ
ま
す
。
集
落
の
宝

に
つ
い
て
は
棚
田
、
井
手
、
湧

き
水
、
つ
つ
み
、
祭
り
、
お
堂
、

神
社
、
桜
、
茶
工
場
、
棒
踊
り
な

ど
、
こ
ち
ら
も
多
彩
な
内
容
で

す
。
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
本

村
を
訪
れ
て
く
れ
る
お
客
様
は
、

こ
れ
ら
名
人
や
宝
と
出
会
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
き
っ
と
新
鮮
な
驚
き

を
感
じ
、
双
方
が
幸
福
感
で
満
た

さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
ん
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
仕
組

み
と
仕
掛
け
を
考
え
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
や
自
給
的
農
業
の
方
々

が
、
身
の
丈
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら

始
め
、
少
額
で
も
収
益
を
目
指
す

生
業
を
創
出
す
る
取
り
組
み
を
考

え
る
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
で
は
、
多

く
の
集
落
の
自
慢
の
農
作
物
や
加

工
品
が
あ
が
っ
て
き
ま
し
た
。
自

家
用
農
作
物
で
副
収
入
を
得
た
い

と
す
る
多
く
の
品
目
も
あ
が
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
農
作
物
や
加

工
品
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
早

急
か
つ
地
道
に
村
独
自
の
集
出
荷

体
制
を
築
き
上
げ
、
販
路
を
切
り

開
い
て
い
く
と
い
う
命
題
が
あ
り

ま
す
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
農

作
物
や
加
工
品
の
市
場
化
を
目
指

す
か
、
ま
た
は
市
場
性
が
あ
る
の

か
を
見
極
め
る
の
は
こ
れ
か
ら
で

す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
、
ま
た
別
の
機
会
に

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し

ま
す
。

「一勝地梨」の梨狩りツアーも好評です

村外より、稲刈り体験ツアーを受け入れます

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の

概
要
を
報
告
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長
崎
で
は
ペ
ー
ロ
ン
を
体
験

球
磨
村
で
は
球
泉
洞
を
見
学

山
の
子
・
海
の
子
交
流
事
業

　

長
崎
県
長
与
町
と
球
磨
村
と
の
、

海
と
山
に
住
ん
で
い
る
子
ど
も
た

ち
の
地
域
を
超
え
て
の
交
流
を
深

め
、
健
全
育
成
及
び
教
育
の
振
興

を
目
的
と
し
た
、
体
験
交
流
学
習

が
、
七
月
二
十
三
、二
十
四
日
に
長

与
町
で
。八
月
十
七
、十
八
日
に
は
、

球
磨
村
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
学
習
は
、
今
年
で
四

回
目
と
な
り
、
子
供
た
ち
の
夏
の

思
い
出
の
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　

七
月
二
十
三
、二
十
四
日
に
、
本

村
か
ら
は
、
村
内
四
小
学
校
の
五

年
生
児
童
三
十
三
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
体
験
交
流
学
習
の
最
初
の

活
動
は
、
中
国
古
来
の
舟
「
ペ
ー

ロ
ン
」
を
体
験
。
地
元
保
存
会
の

指
導
を
受
け
、
練
習
を
し
た
後
、

早
速
、
舟
に
乗
り
込
み
楽
し
み
ま

し
た
。

　

夜
は
、
宿
泊
先
の
長

与
小
学
校
で
班
の
旗
を

作
っ
た
り
ゲ
ー
ム
な
ど

で
互
い
に
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
大
村
湾

を
チ
ャ
ー
タ
ー
船
で

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
楽
し

み
、
夏
休
み
の
忘
れ
ら

れ
な
い
思
い
出
と
な
り

ま
し
た
。

Ｓ
Ｌ
機
関
車
に
歓
声

　

八
月
十
七
、十
八
日

に
は
、
長
与
町
の
小
学

生
五
十
人
と
関
係
者
が

来
村
し
、
本
村
の
五
年
生
三
十
三

名
と
関
係
者
約
三
十
名
が
球
磨
中

体
育
館
で
歓
迎
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

歓
迎
式
で
は
、
児
童
代
表
の
渡

小
五
年
、
舟
戸
一
君
が
「
球
磨
村

で
の
交
流
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

し
た
。
球
磨
川
は
、
マ
イ
ナ
ス
イ

オ
ン
が
た
く
さ
ん
で
気
持
ち
が
い

い
で
す
。
球
泉
洞
や
温
泉
も
と
て

も
い
い
で
す
。
楽
し
く
交
流
し
ま

し
ょ
う
」
と
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。
式
の
後
、
児
童
は
、
八

班
に
分
か
れ
て
、
自
己
紹
介
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

　

一
勝
地
駅
で
、「
Ｓ
Ｌ
人
吉
」
を

見
学
し
、
児
童
は
、
長
与
の
児
童

は
、
珍
し
い
蒸
気
機

関
車
に
釘
付
け
で
し

た
。「
Ｓ
Ｌ
人
吉
」
を

見
送
っ
た
後
は
、
球

泉
洞
や
森
林
館
を
見

学
し
ま
し
た
。「
か
わ

せ
み
」
で
入
浴
し
た

後
は
、振
興
セ
ン
タ
ー

で
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
を

し
て
交
流
を
図
り
、

石
倉
「
や
ま
な
み
」

で
は
、
平
成
音
楽
大

学
の
准
教
授
の
上
田

愛
彦
先
生
、
塚
本
菜

月
先
生
、
真
鍋
協
子

先
生
に
よ

る
オ
ー
ボ

エ
、
フ
ル
ー
ト
、
ピ
ア

ノ
の
演
奏
を
堪
能
し
ま

し
た
。

　

翌
日
は
、
球
磨
地
域

振
興
局
林
務
課
及
び
球

磨
村
森
林
組
合
、
役
場

産
業
振
興
課
の
協
力

で
、
木
工
体
験
を
し
、

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
の

こ
ぎ
り
を
使
い
、
フ
ラ

ワ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
造

り
、
こ
の
交
流
学
習
の

思
い
出
と
一
緒
に
お
土

産
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
持

ち
帰
り
ま
し
た
。

櫓を漕いで筋肉痛になりそう

大村湾をクルージング

ＳＬの雄姿に感動しました 美しい音色に魅了しました
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渡
保
育
園
で
は
、
昭
和
五
十
五
年
の
長
崎
原

爆
忌
か
ら
始
ま
っ
た
平
和
保
育
が
今
年
で
三
十

回
を
数
え
ま
し
た
。

平
和
保
育
週
間

　

今
年
の
平
和
保
育
週
間
は
、
八
月
三
日
か
ら

八
日
ま
で
と
し
、
様
々
な
活
動
を
計
画
し
ま
し

た
。
初
日
は
、
上
田
博
孝
園
長
が
戦
争
の
悲
惨

な
ど
を
話
し
、
平
和
に
ち
な
ん
だ
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
を
行
い
ま
し
た
。

　

五
日
の
夜
に
は
、
記
念
講
演
と
し
て
「
い
の

ち
の
ま
つ
り
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
」
を
開
催
。
村
内

外
か
ら
保
護
者
や
地
域
住
民
、
学
生
な
ど
約

百
三
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
講
演
会
は
、

二
十
万
人
の
子
供
と
大
人
の
い
の
ち
を
輝
か
せ

た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
絵
本
「
い
の
ち
の
ま
つ
り
」

「
つ
な
が
っ
て
る
」
の
作
者
、
草
場
一
壽
さ
ん
と

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
弓
削
田
健
介
さ

ん
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
副
田
ひ
ろ
み
さ

ん
の
三
人
に
よ
る
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
で
し
た
。
参

加
し
た
保
護
者
か
ら
は
「
感
動
し
ま
し
た
。
一

つ
の
命
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
改

め
て
実
感
し
ま
し
た
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

六
日
に
は
、
広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
、

午
前
八
時
十
五
分
に
園
庭
で
黙
と
う
を
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
三
歳
以
上
の
子
ど
も
た
ち
は
保

育
園
近
く
の
慰
霊
塔
に
行
き
、
一
人
ひ
と
り
持

参
し
た
花
を
た
む
け
て
、手
を
合
わ
せ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、地
下
地
区
の
地
下
敏
春
さ
ん
か
ら
、

戦
時
中
の
怖
か
っ
た
こ
と
や
苦
し
か
っ
た
体
験

を
中
心
に
、
命
を
大
切
に
す
る
こ
と
、
食
べ
物

も
大
切
に
す
る
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。

　

八
日
の
最
終
日
に
は
、
平
和
保
育
集
会
を
開

き
、
保
護
者
、
あ
お
む
し
応
援
団
な
ど
が
参
加

し
ま
し
た
。
年
長
児
の
劇
を
観
賞
し
た
後
、
平

和
保
育
三
十
年
の
歴
史
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で

振
り
返
り
、
園
児
や
保
護
者
は
、
園
舎
隣
の
多

目
的
広
場
に
移
動
し
て
、
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
平
和
の
種
を
乗
せ
た
紙
風
船
が
青
空
に
飛
ば

し
ま
し
た
。

　

九
日
に
は
、
保
育
士
代
表
が
長
崎
原
爆
犠
牲

者
慰
霊
祈
念
式
典
に
園
児
・
職
員
、
保
護
者
、

地
域
の
方
々
に
折
っ
て
い
た
だ
い
た
五
千
羽
の

折
鶴
を
持
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

小さな保育園から世界平和を願い続けて 30 年！

渡保育園 第30回平和保育
「新たなる一歩にむけて　～今わたしたちにできること～」

保育園近くの慰霊塔へお参りしました

「いのちのまつりトークライブ」では
感動しました

届け・平和のメッセージ !!

大
き
な
声
援
を
受
け
記
録
更
新

村
内
四
小
学
校
水
泳
記
録
大
会

　

七
月
三
十
日
、
神
瀬
小
学

校
プ
ー
ル
で
、
第
二
十
四
回

の
村
内
小
学
校
水
泳
記
録
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
一
人
ひ
と

り
が
目
標
を
持
っ
て
体
育
の

授
業
で
培
っ
た
基
本
的
技
能

を
発
揮
し
な
が
ら
、
親
睦
を

図
り
、
心
身
の
健
全
な
育
成

を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

夏
休
み
に
入

り
、
す
っ
か
り
黒

く
日
焼
け
し
た
児

童
は
、
連
日
の
猛

暑
に
も
負
け
ず
、

元
気
一
杯
に
自
分

の
力
を
十
分
に
発

揮
し
泳
ぎ
ま
し

た
。
プ
ー
ル
サ
イ

ド
に
は
、
地
域
住

民
や
保
護
者
が
た

く
さ
ん
集
ま
り
、

児
童
に
大
き
な
声

援
を
送
り
ま
し

た
。

声援を受け、必死に頑張りました

村内小学校水泳記録会後のワンショット
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郷土の歴史を学び　交流を深める

くまっ子リーダー体験塾

　

八
月
六

日
、
球
磨

郡
公
民
館
連

絡
協
議
会
主

催
の
「
第
一

回
く
ま
っ
子

リ
ー
ダ
ー
体

験
塾
」
が
球

泉
洞
周
辺
で

開
か
れ
、
郡

内
の
小
学
六

年
生
三
十
人

が
参
加
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、

互
い
に
協
力

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
育
成
も
兼
ね

て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
六
班
に
分
か

れ
、
球
泉
洞
と
森
林
館
を
見
学
し

ま
し
た
。

　

球
泉
洞
で
は
、
長
靴
を
履
き
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を

装
着
し
て
、体
験
コ
ー
ス
へ
と
入
っ

て
い
き
ま
し
た
。
急
な
階
段
や
滑

り
や
す
い
岩
場
を
慎
重
に
進
み
、

勢
い
よ
く
落
ち
る
滝
が
現
れ
る
と

子
供
た
ち
は
歓
声
を
上
げ
ま
し
た
。

あ
さ
ぎ
り
町
立
深
田
小
六
年
、
竹

下
侑
希
く
ん
は
「
球
泉
洞
の
中

が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
知
り
た

か
っ
た
の
で
参
加
し
た
。
と
て
も

い
い
体
験
が
で
き
ま
し
た
」
と
話

し
ま
し
た
。

す
る
精
神
を
学
び
、
豊
か
な
心
を

も
っ
た
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図

ろ
う
と
し
て
昨
年
よ
り
始
ま
り
、

  

村
の
歴
史
や
史
跡
を
学
ぶ

　

  

球
磨
村
教
職
員

　
　
　
　
　
　

 

郷
土
理
解
研
修
会

　

村
内
の
小
中
学
校
に
勤
務
す
る

教
職
員
を
対
象
に
行
わ
れ
る
郷
土

理
解
研
修
会
が
、
八
月
六
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
大
瀬
地

区
の
小
学
校
跡
地
や
隠
れ
念
仏
の

里
と
知
ら
れ
る
高
沢
地
区
、
神
瀬

石
灰
洞
窟
な
ど
を
コ
ー
ス
に
各
小

中
学
校
か
ら
十
七
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
毎
年
、
村
外
か

ら
転
勤
さ
れ
て
き
た
先
生
を
対
象

に
、球
磨
村
の
歴
史
や
文
化
を
知
っ

て
も
ら
い
、
今
後
の
教
育
に
役
立

て
て
も
ら
う
こ
と
を
趣
旨
に
夏
休

み
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

役
場
に
集
合
し
た
参
加
者
は
、

バ
ス
に
乗
込
み
最
初
の
見
学
地
で

あ
る
大
瀬
地
区
の
小
学
校
跡
地
を

見
学
。

　

ま
た
、
高
沢
説
教
所
で

は
、
蓮
如
画
像
、
親
鸞
聖

人
像
な
ど
が
安
置
さ
れ
て

お
り
、
高
沢
地
区
は
か
つ

て
相
良
藩
の
真
宗
禁
制
を

し
た
際
、
秘
か
に
布
教
が

行
わ
れ
て
い
た
所
で
、
隠

れ
念
仏
の
里
と
し
て
今
も

念
仏
の
教
え
を
大
切
に
し

て
い
る
。と
説
明
を
聞
き
、

歴
史
の
奥
深
さ
を
実
感
し

て
い
ま
し
た
。

　

森
林
館
で
は
、
ま
ず
森
の
劇
場

を
見
学
し
、
そ
の
後
に
森
林
館
職

員
か
ら
エ
ジ
ソ
ン
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
エ
ジ
ソ
ン
が
発

明
し
た
蓄
音
機
や
白
熱
電
球
な
ど

見
て
触
っ
て
真
剣
に
学
び
ま
し
た
。

　

昼
食
後
に
は
、
こ
う
も
り
橋
を

渡
り
、
二
枚
貝
の
化
石
と
し
て
知

ら
れ
る
メ
ガ
ロ
ド
ン
の
化
石
探
索

に
球
磨
川
河
川
敷
を
調
査
し
ま
し

た
。

　

閉
講
式
で
は
、
一
人
ひ
と
り
に

修
了
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ワクワクしながら地底探検

真剣に説明を聞く参加者

大槻阿弥陀堂の話を聞きました

隠れ念仏について説明する桺詰村長
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「
球
磨
村
選
手
団
」
大
活
躍

　

第
五
十
九
回

　
　

球
磨
郡
民
体
育
祭

　
（
続
報
）

第６４回　熊本県民体育祭出場の球磨村選手団
陸　上 戸屋久美子

水　泳 田頭幸一 久米良彦 大無田満浩 蔀　欣弥 大岩瑞佳

卓　球 大岩康生

バドミントン 岩戸　智 大無田浩司 舟戸　満 舟戸恵美 椎屋政信

弓　道 宮本宣彦

　

先
月
号
で
七
月
十
二
日
ま
で
に

開
催
さ
れ
た
郡
民
体
育
祭
の
結
果

は
掲
載
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、

行
わ
れ
た
競
技
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
七
月
二
十
六
日
、
開
催

予
定
の
陸
上
競
技
は
、
雨
の
た
め

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

男
子
個
人
戦

二
十
九
才
以
下　

　

優
勝　

舟
戸
満
・
椎
屋
政
信

四
〇
歳
代

　

二
位　

大
無
田
浩
司

六
〇
歳
以
上

　

二
位　

岩
戸　

智

女
子
個
人
戦

二
十
九
才
以
下

　

優
勝　

西　

由
希
江

三
〇
歳
代

　

優
勝　

舟
戸
恵
美

　

三
位　

渡
辺
福
美
・
山
口
一
美

　

水　

泳

（
男
子
）

二
十
五
歳
未
満

・
二
五
ｍ
平
泳
ぎ

　

優
勝　

野
々
原
真
矢

・
二
五
ｍ
自
由
形

　

優
勝　

犬
童
貴
志

　

二
位　

野
々
原
真
矢

・
五
〇
ｍ
自
由
形

　

三
位　

小
川　

拓
郎

・
一
〇
〇
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

　

三
位　

球
磨
村

・
二
〇
〇
ｍ
リ
レ
ー

　

二
位　

球
磨
村

三
十
五
歳
以
上

・
二
五
ｍ
平
泳
ぎ

　

二
位　

大
無
田
清
和

・
五
〇
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　

優
勝　

大
無
田
満
浩

・
五
〇
ｍ
自
由
形

　

優
勝　

大
無
田
満
浩

・
一
〇
〇
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

　

三
位　

球
磨
村

四
十
五
歳
以
上

・
二
五
ｍ
背
泳
ぎ

　

二
位　

槻
木
啓
介

・
二
五
ｍ
平
泳
ぎ

　

二
位　

槻
木
啓
介

・
五
〇
ｍ
平
泳
ぎ

　

二
位　

地
下
孝
次
郎

・
二
〇
〇
ｍ
リ
レ
ー

　

三
位　

球
磨
村

六
十
五
歳
以
上

・
二
五
ｍ
自
由
形

　

優
勝　

久
米　

良
彦

・
五
〇
ｍ
自
由
形

　

優
勝　

久
米　

良
彦

（
女
子
）

二
十
五
歳
未
満

・
五
〇
ｍ
背
泳
ぎ

　

優
勝　

大
岩　

瑞
佳

・
五
〇
ｍ
自
由
形

　

優
勝　

大
岩　

瑞
佳

・
一
〇
〇
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

　

優
勝　

球
磨
村

・
二
〇
〇
ｍ
リ
レ
ー

　

優
勝　

球
磨
村

三
十
五
歳
以
上

・
二
五
ｍ
平
泳
ぎ

　

優
勝　

沢
見　

ル
ミ

・
五
〇
ｍ
平
泳
ぎ

　

優
勝　

沢
見　

ル
ミ

第
五
十
八
回　

球
磨
郡
民
体
育
祭
の

総
合
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝　

あ
さ
ぎ
り
町
一
四
四
・
五
点

二
位　

錦
町　
　
　
　
　

一
三
七
点

三
位　

多
良
木
町　

一
一
五
・
五
点

四
位　

湯
前
町　
　
　

九
三
・
五
点

五
位　

相
良
村　
　
　

九
〇
・
五
点

六
位　

球
磨
村　
　
　
　
　

七
二
点

※�

郡
民
体
育
祭
で
優
勝
さ
れ
た
選

手
及
び
推
薦
さ
れ
た
選
手
は
、

九
月
十
九
〜
二
十
日
に
八
代

市
を
中
心
に
開
催
さ
れ
る
第

六
十
四
回
熊
本
県
民
体
育
祭
に

出
場
し
ま
す
。

�　

�　

な
お
、
出
場
選
手
は
次
の
と
お

り
で
す
。

不法投棄の多さにびっくり !!

球磨村のおもてなし大作戦
予想以上のゴミに苦戦

　本村では、7 月より国の緊急雇用創出事
業で臨時職員 6 名を雇用しています。これ
は、美しい球磨川を守り、観光客の増加に
つなげようと、球磨川沿線を中心にゴミの
回収作業を行っているものです。
　回収したゴミは、空き缶、ビニールがほ
とんどですが、冷蔵庫、テレビなどの家電
製品も多く、中にはタイヤや車のバッテ
リーも捨てられています。
　職員は、「とにかく、不法投棄されてい
るゴミが多い。回収しても次の日には、ま
た同じ場所に心ない投棄者により不法投棄
されている。美しい球磨川を守りましょう」
と話しています。



10

熱い戦いが閉幕　
一勝地ナイターソフトボール

選手権大会
　

七
月
十
四
日
か
ら
開
幕
し
た
、
一
勝
地
ナ
イ

タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
が
八
月
七
日
に

全
日
程
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
五
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
、
総
当
た
り

戦
で
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
毎
床
ダ
イ
ナ
マ

イ
ツ
、
エ
イ
ト
マ
ン
、
チ
ー
ム
ス
ピ
リ
ッ
ツ
の
三

チ
ー
ム
が
三
勝
一
敗
で
並
び
得
失
点
の
差
で
チ
ー

ム
ス
ピ
リ
ッ
ツ
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

優
勝　

チ
ー
ム
ス
ピ
リ
ッ
ツ
（
３
分
会
区
域
）

　

二
位　

エ
イ
ト
マ
ン
（
神
瀬
地
区
）

　

三
位　

毎
床
ダ
イ
ナ
マ
イ
ツ

　

四
位　

カ
イ
ヤ
ー
ズ
（
柳
詰
地
区
）

　

五
位　

大
無
田

集中して狙い球を待ってます

皆さんに支えられてきたお陰です！

県学校給食功労者賞を受賞
大槻京子さん（神瀬小学校）

　 熊 本 県 学 校 給 食
研究協議大会が７月
３１日に、宇城市で
行われ、本村より神
瀬小学校に勤務の大
槻京子さんが功労者
賞を受賞されました。

　大槻さんは、平成１６年に閉校となった神瀬
小学校川島分校に約２５年間、給食調理員とし
て勤務し、現在神瀬小学校に務められています。
川島分校時は、給食のパンを運ぶ業者が配達困
難になり、ホームベーカリーを導入し、手作り
のパンを約１０年間作り続け、学校給食の充実
に努めたとしてこの賞が贈られました。大槻さ
んは「来年で定年退職しますが、この賞を頂け
たのも、周りの方々や仲間のおかげです。神瀬
小が閉校する時に私にも花を添えていただきま
した」とお礼を述べました。

だんだんなあ商品券
商品券使用期限のお知らせです。

8/31 までです。
ご注意下さい !!

　１０％がお得になるプレミアム付き商品券です。
　使用期限（平成 21 年 8 月 31 日（月）まで）が残
りわずかになってきました。お早目のご利用をお願い
します。
※�使用期限を過ぎると使用できませんのでご注意下さい。

（問い合わせ先）
球磨村商工会　　　　　　☎ 0 9 6 6 − 2 5 − 6 6 6 0
球磨村役場　産業振興課　☎ 0 9 6 6 − 3 2 − 1 1 1 4

球磨村選挙管理委員会より
お 知 ら せ

　池下清一郎前委員長と永椎貢補充員が
退職されましたので、後任に遠原正臣委
員が委員長に、また、補充員より地下敏
春氏が委員として選任されました。
　選挙管理委員会委員の任期は、平成２３
年１０月１４日までとなっています。
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  　 今年も大盛況！！

　水篠・川島・高沢地区で夏祭り !!
　毎年恒例の、水篠地区、川島地区、高沢地区の、夏祭りが今年も盛大に開催されました。それぞれの会場で、ジュー
スやビール、焼き鳥やヤマメ塩焼き、ソーメン流し、かき氷など多くの出店もあり、参加者は、再会を喜び、話
しが尽きることなく遅くまで盛り上がりました。

《高沢隠れ念仏の里まつり　8 月１４日開催》
　�　高沢地区を一望できる高沢分館横のつつじ公園で、高沢地区活性化委員会主催による「隠れ念仏の里ま

つり」が開催されました。帰省した家族連れや地域住民など多く来場し、ビール早飲み競争やカラオケ大会、
盆踊りなどの余興などで賑わいました。

《川島滝祭り　8 月１４日開催》
　�　昨年、布ケ滝周辺が災害により通行止めとなっていて、川島分館で行われた滝祭りでしたが、今年は、

復旧工事も終わり、現地での開催となりました。恒例のソーメン流しは、約３０メートルの竹をつなげてソー
メンを流し、帰省した家族連れに大好評でした。また、滝つぼで泳ぐ家族連れは、「冷たい」と言い、マイ
ナスイオンを満喫しました。

《水篠夏祭り　8 月 8 日開催》
　�　水篠公民館では、地域住民のほか、各地域からの来場もあり大勢の人で、盛り上がりました。ヤマメや

マスの塩焼き、焼き鳥・焼きそばなどの出店もあり、また、婦人部による手作りのみそだごとぼた餅も並
びました。余興では、ビール早飲み競争やラムネ早飲み競争、カラオケなどで賑わいました。
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健康衛生課からのお知らせ　☎ 32-1139

人吉市で「新型インフルエンザ」感染者が確認されました。
手洗い・うがいを徹底しましょう！　疲労、睡眠不足に注意！

　
○新型インフルエンザに感染すると重症になるのですか？
　いいえ、ほとんどの方が軽症で回復しています。しかし、以下の方は注意が必要です。
　　・慢性呼吸器疾患　　・慢性心疾患　　・糖尿病などの代謝性疾患　　・腎機能障害（透析中の方）
　　・ステロイド内服などによる免疫機能不全　　　　・妊婦　　　・幼児　　　・高齢者

○熱が出ていて咳
せき

もあります。病院を受診する必要がありますか？
　必ず受診しなければならないわけではありません。ただし、上記のような方々は感染することで重症とな
る可能性があります。健康な方でも、次のような症状を認めるときは、すぐに医療機関を受診してください。
　《小児》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《大人》
　・呼吸が速い、息苦しそうにしている　　　　　・呼吸困難または息切れがある
　・顔色が悪い（土気色、青白いなど）　　　　　・胸の痛みが続いている
　・嘔吐や下痢が続いている　　　　　　　　　　・嘔吐や下痢が続いている
　・落着きがない、遊ばない、反応が鈍い　　　　・３日以上、発熱が続いている
　・症状が長引いていて悪化してきた　　　　　　・症状が長引いていて悪化してきた

○病院に行くことにしました。どこの病院を受診すればよいのですか？
　「新型インフルエンザ」の診察は、原則として、すべての医療機関で行います。
　急な発熱や咳、のどの痛みなどの症状がある方は、事前に「かかりつけ医」や最寄りの医療機関に連絡し、
受診時間等の指示を受けた上で受診されてください。なお「かかりつけ医」がいない場合は、インフルエン
ザ発熱相談センター（人吉保健所：☎０９６６−２２−３１０７）で最寄りの医療機関を紹介します。

○人にうつすのを予防するのは、どうすればよいのですか？
　　《咳エチケット》
　　①�咳やくしゃみをするときは、他の人から顔をそらせ、ティッシュなどで口と鼻を覆いましょう。
　　　使ったティッシュはすぐにフタのあるゴミ箱に捨てましょう。
　　② 咳やくしゃみを抑えた手を洗いましょう。
　　③ マスクを着用してください。使用後のマスクは放置せず、フタのあるゴミ箱に捨てましょう。
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　トイレに行ってもなんだか残尿感があるとか、夜寝ている間に何回かトイレに起きるようになったという方
いませんか？その要因の一つに膀胱（ぼうこう）の収縮力の低下があります。そこで、今回はそのような悩み
や不安をお持ちの方に試していただきたい体操、『トイレ安心体操』を紹介します。

プチ健康タイム（第17回）● トイレ安心体操 ●

（コピーライトＪＣＣＡ／ＪＣＣＡシニアチーム　副島さと子先生）

１．グーはさみ
お股にグーをはさみ、膝をくっ
つけないようにグーを内ももで
つぶします。
いい姿勢になりますね。
トイレを我慢する感覚です。
グーをつぶしている時は声を
出して数えましょう。
１・２・３・４・５

２．おなかを動かす
おなかをふくらませたり、へこませたりします。

おなかの動きを確かめます。

４．左右ゆらゆら
　坐骨から左右に
　優しくゆれます。

― 体操を行うときの注意点 ―
　①　呼吸は自然に行いましょう。
　②　安定したイスを使って行いましょう。
　③　�すでに泌尿器科等を受診されている方、なかなか改善が見られない方は、
　　　一度医師へご相談ください。

３．腹式呼吸
　吐くとき → おなかを凹
　吸うとき → おなかを凸
　　　　　５回くらい～

５．逆腹式呼吸
　吐くとき → おなかを凸
　吸うとき → おなかを凹
　　　　　５回くらい～

★ 継続こそ力 ! です。
　 �毎日少しでも続けられて

ください。

住民福祉課からお知らせ  ☎ 32-1112
　本年度も９月１４日から同１８日まで、村内９会場
において敬老会を開催します。
　本年度の対象者は、昨年度より１歳繰り上げて７２
歳以上（昭和１３年４月１日まで出生した人）が対象
となります。

　なお、来年度以降も順次１歳ずつ繰り上
げて、最終的には７５歳とする計画です。
皆様方のご協力をお願いします。
　本年度の詳しい日程や案内については、
後日対象者のみなさまに通知する予定です。

期　日 対象行政区 会 　 　 　 　 場 開会時間（予定）
９月１４日（月） 8・11・12 高齢者生活福祉センター「せせらぎ」 午前１０時３０分

９月１５日（火）
6 高齢者生活福祉センター「せせらぎ」 午前１０時３０分
7 高沢地区集会施設 午前１１時００分

９月１６日（水）
4・5 渡地区多目的集会施設　 午前１０時３０分
9・10 高齢者生活福祉センター「せせらぎ」 午前１０時３０分

９月１７日（木）
13・14・15 一勝地第二小学校体育館　 午前１１時００分

16・21 神瀬地区多目的集会施設 午前１０時３０分

９月１８日（金）
1・2・3 渡地区多目的集会施設　 午前１０時３０分

17・18・19・20 神瀬地区多目的集会施設 午前１１時００分

平成 21 年度敬老会について

球磨村敬老会　会場一覧表

体操の目的：尿もれ予防
　　　　ポイント：

　　　　　　　　　　　　　　　①尿を押し出す力をつけます。
　　　　　　　　　　　　　　　　②尿道まわり（骨盤底筋群）をしめる力をつけます。
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　�

球磨村地域子育て支援センター“陽だまり”
〒 869-6401 球磨郡球磨村大字渡乙 763（渡保育園内）
TEL（0966）33 − 0125　FAX（0966）33 − 0173
ホームページ　http://www7.ocn.ne.jp/~watarih/
Email　watari@mocha.ocn.ne.jp

＊ブログもやってま〜す。携帯からもみられますよ！

　�≪9月「陽だまり」行事予定≫
１１日(金)陽だまりサロン・救急法
１７日(木)3〜4、8〜9ヶ月健診
２０日(日)渡保育園運動会
２５日(金)陽だまりサロン
２６日(土)りんごの木
10月3日（土）ベビーマッサージ

＝村内3カ園の運動会日程＝
・ こがね保育園・・8月23日（日）
・ 神瀬　保育園・・10月4日

《
お
泊
り
保
育
》

神
瀬
保
育
園

　

八
月
の
一
、二
日
に
四
、五
歳
児
の

お
泊
り
保
育
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

保
護
者
同
伴
で
坂
本
町
の
ワ
イ

ワ
イ　

パ
ー
ク
、球
泉
洞
の
森
林
館
、

吉
尾
川
と
温
泉
に
行
き
ま
し
た
。

　

ワ
イ
ワ
イ
パ
ー
ク
で
は
、
沢
山
の

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
で
思
い
っ
切
り
遊
び
、

森
林
館
で
は
森
の
劇
場
「
ど
ん
ぐ

り
の
歌
」
に
感
動
し
、
エ
ジ
ソ
ン
の

発
明
品
を
見
た
り
触
っ
た
り
し
て
楽

し
み
ま
し
た
。

　

吉
尾
川
で
は
天
然
の
プ
ー
ル
で
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
泳
ぎ
、
温
泉
で
は
男

女
別
に
お
風
呂
に
入
り
良
い
思
い
出

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
は
園
に
て
夕
食
の
パ
エ
リ

ア
と
野
菜
サ
ラ
ダ
作
り
で
す
。
包
丁

に
挑
戦
し
、
傍
で
指
導
す
る
お
母
さ

ん
が
「
猫
の
手
ば
い
！
」
と
心
配
の

あ
ま
り
何
度
も
注
意
す
る
の
で
子

ど
も
と
口
喧
嘩
と
な
る
の
で
周
囲
は

爆
笑
し
て
楽
し
い
雰
囲
気
で
し
た
。

　

野
菜
は
園
で
収
穫
し
た
取
れ
た

て
で
味
は
抜
群
。

　

夜
は
花
火
に
肝
だ
め
し
。
楽
し

さ
と
怖
さ
と
寂
し
さ
を
体
験
し
、
朝

は
一
皮
剥
け
た
子
ど
も
の
姿
で
親
元

に
駆
け
寄
っ
て
い
ま
し
た
。

　 　

み
な
さ
ま
と
共
に
平
和
を
願
い
な
が
ら
折
り
あ
げ
た
鶴
は
五

束
の
千
羽
鶴
が
で
き
ま
し
た
。
八
月
九
日
に
は
長
崎
原
爆
犠
牲

者
慰
霊
平
和
祈
念
式
典
に
参
列
し
て
平
和
祈
念
像
に
世
界
の
平

和
と
核
廃
絶
を
願
っ
て
手
向
け
て
来
ま
し
た
。

　

お
母
様
方
の
美
し
い
歌
声
が
響
い
た
コ
ー
ラ
ス
や
戦
争
中
、

食
糧
難
で
い
つ
も
ひ
も
じ
い
思
い
を
し
て
い
た
子
ど
も
時
代
を

語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
地
下
さ
ん
。
戦
争
体
験
者
の
高
齢
化
が
進

む
中
、
私
た
ち
は
今
ま
で
語
り
聞
い
た
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
へ

伝
え
、
尊
い
人
命
を
奪
う
愚
か
な
戦
争
は
二
度
と
起
こ
し
て
は

な
ら
な
い
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
へ
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

平
和
集
会
で
は
年
長
児
さ
ん
が
立
派
に
平
和
宣
言
を
唱
え
ま

し
た
。
ま
た
「
と
び
う
お
の
ぼ
う
や
は
び
ょ
う
き
で
す
」
で
は
、

水
爆
実
験
で
海
の
生
き
物
が
死
ん
だ
り
病
気
に
苦
し
ん
だ
り
し

た
こ
と
を
劇
で
見
事
に
訴
え
ま
し
た
。
幼
い
心
に
戦
争
は
絶

対
に
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
感
じ
て
く
れ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

三
十
年
の
平
和
保
育
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
も
、
わ
た
し

た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

《
第
五
十
七
回　

運
動
会
》

　

九
月
二
十
日（
日
）は
運
動
会
で
す
。
テ
ー
マ
は「
え
が
お
い
っ

ぱ
い
！
か
ら
だ
げ
ん
き
で
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
！
」。

　

か
け
っ
こ
、
体
操
な
ど
体
い
っ
ぱ
い
動
か
し
て
元
気
に
お
こ

な
い
ま
す
。
陽
だ
ま
り
様
の
出
番
も
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
み

な
さ
ん
お
そ
ろ
い
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

《
届
け
！
平
和
の
ね
が
い
》

渡
保
育
園

≪あおむし応援団球磨村探険≫

《
た
の
し
か
っ
た
ね
》

こ
が
ね
保
育
園

　

七
月
十
八
日
（
土
）
み
ん
な
が

楽
し
み
に
し
て
い
た
納
涼
祭
り
が

あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
親
子
遊
戯
で
幕
を
明

け
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、ゲ
ー
ム
遊
び
、

等
で
親
子
の
触
れ
合
い
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

又
、
日
頃
接
す
る
機
会
の
少

な
い
他
の
保
護
者
の
方
と
「
○
○

ち
ゃ
ん
の
パ
パ
だ
よ
！
」
と
子
ど

も
が
仲
立
ち
と
な
っ
て
会
話
が
は

ず
ん
だ
り
、
親
同
士
の
ふ
れ
合
い

の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
職
員
に
よ
る
手
品
と

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
が
あ
り
、
ペ
ー
プ

サ
ー
ト
は
、
夏
野
菜
を
食
べ
て
、

暑
い
夏
を
元
気
に
過
ご
す
と
い
う

お
話
で
、
子
ど
も
達
も
夏
の
野
菜

を
モ
リ
モ
リ
食
べ
暑
い
夏
を
元
気

に
過
ご
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

職
員
の
手
品
で
は
、
ネ
タ
が
ば

れ
た
り
、「
エ
ッ
！
！
ど
う
な
っ
て

い
る
の
？
」
と
不
思
議
に
思
っ
た

り
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
親
子

共
々
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
せ
た

納
涼
祭
り
で
し
た
。

「子育て支援センター　陽だまり」は、月〜金の 9:00 〜 16:00、土曜日は８:00 〜 13:00 まで開放しています。
（祭日はお休みです）陽だまりサロンも月に３〜４回やっています。下記の日程をごらんになり、親子でそしてマタニティさんもどう
ぞお気軽においでください。お待ちしています。

≪りんごの木サークル活動≫
　８月３〜８日に渡保育園
で行われた「第３０回平和
保育」でりんごの木サーク
ルさんに読み聞かせをして
いただきました。

＊松舟さん読み聞かせ
「えんぴつびな」
＊糸原さん読み聞かせ
「すみれ島」

≪陽だまりサロン≫

飛んでゆけ
　　平和の願い　どこまでも陽だまり川柳

　自分たちの住んでいる球磨村のこと
をもっと知ろうということで、「球磨村
探検・球泉洞、森林館見学」をしました。

中は、涼しい〜！

しっかりと年長さん
の手をひいて。

わぁ〜すごい !!

=フリートーク=

は・じ・め・て・の
=プールあそび=

8 月 18 日（火）の「ナンシー講座」は、
子どもの上手な導き方」についてです。

♪陽だまりデビュー４人の天使です♪
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　　　　　　　　　　　　　　　9 月 の 行 事 予 定 　 　（ 変更になる場合もあります ）

日 月 火 水 木 金 土

　 1 2 3 4 5

6
◆�分会対抗ソフト
ボール祭

7 8 9
◆熊日金婚夫婦表彰

10
◆区長文書

11 12
◆�東海カワセミ会
設立総会

13
◆救急フェア 2009
　（中央署）

14 
◆敬老会
　（旧４分会）

15
◆敬老会
　（旧 3・9分会）

16
◆敬老会
　（旧 2・5分会）

17
◆敬老会
　（旧 6・7分会）

18
◆敬老会
　（旧 1・8分会）

19
◆�熊本県民体育大会
( 八代市一帯）

20
◆�熊本県民体育大会
（八代市一帯）

◆渡保育園運動会
◆行政相談（9:30 役場）
◆職員採用試験
　（人吉高校）

21 敬老の日
◆敬老の日
◆�秋の全国交通安全
運動　

22国民の休日 23 秋分の日 24 25
◆区長文書

26 

27 28 29
◆区長会
　（10:00 やまなみ）

30

みんなの
広　場

肥
後
狂
句

※［ 改セ ］ ；生活改善センター 、 ［ 渡多 ］ ；渡多目的集会施設 、 ［ 神多 ］ ；神瀬多目的集会施設 、 ［ やまなみ ］ 
［ 第一小 ］ ；一勝地第一小学校 、 ［ 第二小 ］ ；一勝地第二小学校 、 ［ 運公 ］ ；総合運動公園 、 ［ 球中 ］ ；球磨中学校 

；石の交流館「やまなみ」

こ
の
ス
ペ
ー
ス
は
、
村
民
の
み
な
さ
ん
の

ペ
ー
ジ
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

川
柳
、
俳
句
、
短
歌
な
ど
お
寄
せ
下
さ
い
。

秋の全国交通安全運動

秋の全国交通安全運動

作　

鳥 

飼 

竜り
ん 

胆ど
う

無
理　

無
い
袖
は
振
り
よ
う
の
無
ァ

あ
な
た
次
第　

酒
の
味
ま
で
違
い
ま
す

横
文
字
で　

知
っ
た
振
り
ど
ん
し
と
こ
う
か

値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ　

昔
の
服
で
我
慢
し
ゅ
う

作　

日 

當 

山 
岳

気
に
入
っ
た　

こ
こ
の
勘
定
俺
が
持
つ

余
る　

貯
金
し
ょ
う
か
株
買
お
か

昔
は
昔　

恨
ん
で
な
ん
か
お
り
ま
せ
ん

よ
か
な
ァ　

笑
い
の
絶
え
ぬ
三
世
代

（
肥
後
狂
句
講
座
集
よ
り
抜
粋
）

あ
っ
け
な
さ　

消
防
の
早
よ
来
過
っ
た

整
形
し
て　

顔
だ
け
は
年
と
ら
っ
さ
ん

全
然
違
う　

隣
ァ
銭
の
有
る
喧
嘩
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後

集

編

記

　

氏　

名　
　

 　

年 

齢　

  

地　

区

大
坂
間
イ
ツ
子  　

96
才　
　

大
坂
間	

持
留　

ヤ
ス
子  　

81
才　
　

那
良
口

東　
　

國
義 　

 　

80
才　
　

俣　

口

渡
邉　

キ
ヨ
メ  　

74
才　
　

大
無
田

7月届出分
（敬称略）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（ この用紙は再生紙を使用しています。）

人口・世帯の動き

8月1日現在 前月比 前年同月比

世帯数（戸） 1 , 6 5 4  2 △ 2 9

人　口（人） 4 , 6 6 3  △  4 △ 1 7 6

男　（人） 2 , 210  △  1 △ 7 1

女　（人） 2 , 4 5 3  △  3 △ 1 0 5

　

子
ど
も
が
夏
休
み
期
間
中
は
、

ラ
ジ
オ
体
操
を
し
て
い
ま
す
。
私

も
何
回
か
一
緒
に
体
操
し
ま
し
た

が
、
朝
か
ら
の
体
操
は
、
体
に
元

気
を
与
え
、
一
日
が
気
持
よ
く
過

ご
せ
る
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。

　

長
い
夏
休
み
で
す
の
で
、
生
活

の
リ
ズ
ム
を
崩
さ
な
い
よ
う
親
と

し
て
気
を
つ
け
た
つ
も
り
で
し
た

が
、
暑
さ
に
負
け
、
つ
い
つ
い
冷
房

の
ス
イ
ッ
チ
を
付
け
る
と
、
そ
こ
か

ら
動
か
な
い
の
は
私
で
す
。
お
か

げ
で
電
気
代
は
高
く
な
り
、
暑
さ

対
策
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
ま
た
、
こ
こ
に
き
て
報
道
等
で

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
他
人

事
で
は
な
く
感
じ
ま
す
。
予
防
を

十
分
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
松　

祐
）

お
誕
生
お
め
で
と
う

　

氏　

名　
　

 

保
護
者　
　

地　

区

那
良　

魁か
い
せ
い聖　
　

三
郎　
　

  

那　

良

大岩　優
ゆうと

斗 くん　（１歳９か月）
父：廣　典　さん　

母：あゆみ　さん　〔木屋角地区〕

【ママから一言】

　毎日、元気に保育園に通っています。よく
動き、よく走ります。健康で、心の優しいた
くましい人に成長してほしいです。
　じいちゃん・ばあちゃん大好きです。

〜 募 集 し ま す〜
　私が主役コーナーでは、子どもさん（赤ちゃん）の写真
の応募をお待ちしています。対象児は６歳未満児とします。
　また、自分をアピールしたい人もお待ちしています。

【連絡先】　役場総務企画課　☎３２—１１１１

着々と進んでいます！
一勝地第一小学校校舎改築工事

　来年春の開校を目指して、進められている、一勝

地第一小の改築工事（請負業者：光進・丸昭建設共

同企業体）は、現在取り付け道路の工事が終了して、

校舎の基礎部分の工事が進められています。

　工事期間中は、大変ご迷惑おかけしますが、大型

車両などが通行し、大変危険ですので、十分にご注

意ください。

現在、校舎の基礎工事が進められています

■
お
詫
び
と
訂
正

　

七
月
号
Ｐ
６
の
郡
民
体
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